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論文及び審査結果の要旨 
横浜国立大学で最近発見された大細孔ゼオライト YNU-5 の合成法およびポスト処理法の

改良と、触媒としての応用を主目的とした。本論文は，第 1 章の「緒言」，第 2 章「YNU-5
ゼオライトの合成法の検討」，第 3 章「YNU-5 ゼオライト触媒上でのヘキサン分解反応」，

第 4 章「階層型 YNU-5 の調製」，第 5 章「ナフタレンのアルキル化反応に対する形状選択

性」そして第 6 章「結論」から構成される。 
合成法の検討においては，安定な骨格を持ち純度の高い YNU-5 を効率よく合成するため

の必須要因をつきとめた。ヘキサンの接触分解反応においては，炭素質生成による早い失活

が問題となった。これを克服するために，階層構造を有する YNU-5 の調製を検討した。そ

の結果，メソ細孔を形成するための適切な処理によって YNU-5 粒子に階層構造を導入する

ことに世界で初めて成功した。ナフタレンのアルキル化反応においては，YNU-5 の形状選

択性に関する有用な知見を得た。 

以上，本論文は，「Development of solid acid catalysts with a novel zeolite framework and their 
catalytic properties（新規ゼオライト骨格を有する固体酸触媒の開発とその触媒特性）」と題

し，新規なゼオライト触媒の効率良い調製法の開発と、高付加価値物質製造用触媒反応への
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応用につながる成果について記述したものであり，博士（工学）の学位論文として十分に価

値があるものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


